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	応用
	抗原情報
	背景
	ムスカリン性コリン受容体は、Gタンパク質共役受容体のより大きなファミリーに属します。これらの受容体の機能的多様性は、アセチルコリンの結合によって定義され、アデニル酸シクラーゼ阻害、ホスホイノシチド分解、カリウムチャネルの調節といった細胞応答を含みます。ムスカリン性受容体は、中枢神経系および末梢神経系におけるアセチルコリンの多くの作用に影響を与えます。ムスカリン性コリン受容体1は、迷走神経誘発性気管支収縮の調節と消化管からの酸分泌に関与しています。この受容体をコードする遺伝子は11q13に局在しています。[RefSeq提供、2008年7月] 機能：ムスカリン性アセチルコリン受容体は、アデニル酸シクラーゼ阻害、ホスホイノシチド分解、Gタンパク質の作用を介したカリウムチャネルの調節など、様々な細胞応答を媒介します。主な伝達効果はPiのターンオーバーです。,類似性:Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,サブユニット:GPRASP2と相互作用します。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;アクチンと細胞骨格を調節します。
	画像データ
	

	CHRM1抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	mAChR M1ポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット解析

